
みんなで地域の災害を考える＜セルフウェザーゲーム＞
～ 大野市主催の防災ワークショップに参加しました。 ～

H28.10.18

大野市が主催する防災ワークショップが、約50名の市民が参加して10月15日（土）に大
野市Ｂ＆Ｇ海洋センターで開催されました。
大野市が京都大学防災研究所中北研究室・矢守研究室と協力して取り組んでいるもの
で、地域住民と防災について考えるセルフウェザーゲームや避難所でのルール作りに関
する訓練や講習が行われました。この取組は、平成26・27年度に実施された地元小学生
による防災マップづくりに続くものです。
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セルフウェーザーゲームとは、気象情報から自分の大切な人（家族
など）にどのような危機が迫っているかを感じ、どのような段階で安全
な場所に避難した方が良いかを判断するゲームです。ゲームを通じて
、気象情報と自身の関係について考え、気象情報がどのような危機を
伝えたいかを確認することができ、自分が下した判断によって、気象
情報をどのようにとらえているか自覚することができます。

ゲームは、市内各地区から参加した住民が5～6人のグループに分
かれて、気象情報とそれぞれの地域で発生が予想される災害との関

連性から、始めは最初は個人が感じた避難するレベルを判断
し、その後のグループ討議の後にもう一度自分が思う避難レベ
ルを提示する方法で進み、参加者の防災意識の向上に役立っ
ているようでした。
講師から、自分が危険と感じる気象情報のレベルより低いレ
ベルで大切な人に避難が必要と考える人は、気象情報を甘く見
ている傾向があると説明を受け、皆さん納得の様子でした。
ゲームに参加して、地域住民が日頃から災害や防災対策に
ついて、どのように考えておられるかを身近に感じることができ
、有意義な訓練でした。

自分にとって
大切な人を設定

大切な人が安全な場所に避難する必要があると
思うレベルは？


